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通行止めが発生しても、新東名が代替路

として利用できるので、安心感がある

並行する東名高速道路の渋滞が緩和する

ドライバーの負担が軽減する

輸送時間を短縮することができる

利用する路線の選択肢が増える

ドライバーの労働時間が減少する

時間的に安定的な輸送が可能となる

南海トラフ大地震などの大規模災害発生時に

避難路や緊急輸送路として機能する
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物流事業者からの新東名高速道路開通への期待の声期待
の声

別紙1

『代替路がある安心感』に最も期待が多く、
次いで『東名高速道路の渋滞緩和』『ドライバーの負担軽減』への期待が多い

＜参考＞

出典：愛知県トラック協会会員企業を対象にしたアンケート調査結果（平成27年11月～平成28年1月） 回答85社

○ 新東名高速（浜松いなさJCT～豊田東JCT）の開通に伴い効果が期待できると考える項目

渋滞が多いため、ドライバーの
労働時間が長くなる
また、渋滞で会社に戻る時間が
遅れる事が多い

渋滞発生時の通行ルートの
選択肢が増え、いつでも
時間通りの運行できると
期待している

輸送ドライバーの
拘束時間の短縮に
期待します

新城市方面への利便性
が、非常に良くなり、
新たな取り組みが可能
になる

渋滞や通行止めが発生しやすい
ため、突然配車の組み替えをし
なければならなくなる事がある

新東名を利用する予定がある

基本は一般道だが、
状況に応じて新東名を利用する予定はある
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渋滞や交通混雑が発生する

渋滞が長い

気をつけて運転することがある

到着時間がよめない

（時間の信頼性が低い）

交通事故や天候、災害による

通行止め・通行規制のリスクがある

（他に代替路がない）

ドライバーの負担が大きい

その他
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N=33

「到着時間がよめない」
「事故・通行止め等の影響」
の声も多い
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渋滞や交通混雑が発生する

渋滞が長い

気をつけて運転することがある

到着時間がよめない

（時間の信頼性が低い）

交通事故や天候、災害による

通行止め・通行規制のリスクがある

（他に代替路がない）

ドライバーの負担が大きい

その他
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○ 現在の東名高速（愛知県区間）に対して「不満と感じる」と考える項目

＜ 具体的に期待される効果等 ＞

＜ 具体的な事例等 ＞




